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	図２. D体メチオニン（D-Met）の濃度とDNA一本鎖損傷（SSB）の生成量. L体メチオニン(L-Met)と、ジメチルスルフォキシド(DMSO)と比較した.リン酸緩衝溶液(PBS)およびトリス緩衝溶液（TE）の異なる溶液条件で調べた. L-Metのデータ点は、見やすいように右へ移動した.
	図３. D体メチオニン（D-Met）の濃度とDNA二本鎖損傷（DSB）の生成量. L体メチオニン(L-Met)と、ジメチルスルフォキシド(DMSO)と比較した. リン酸緩衝溶液(PBS)およびトリス緩衝溶液（TE）の異なる溶液条件で調べた. L-Metのデータ点は、見やすいように右へ移動した.

